
は じ め に

前刊の『アクティブラーニングで学ぶ小学校の体育の授業づくり』は 2019
年に発行しました。当時は学習指導要領が改訂されるタイミングであり、その
時期の重要なキーワードが「主体的対話的で深い学び」でした。そのため、書
籍を通して読者の皆様が主体的対話的で深い学びが促されるように企図して執
筆しました。

前刊では各章で読者の皆様が試行錯誤できるように「考えるタネ」や「考え
てみよう」といった仕掛けをつくったり、図や表、絵なども用いて、考えやす
くする工夫をしたりしました。おかげさまで好評を受け、今回改訂版を発刊す
ることができました。改訂版ではありますが、時代の変化を踏まえ『体育の授
業づくりの学修 ─ 思考しながら教師の専門的知識を創発するための本 ─ 』と
タイトルを変更し、発刊します。

前刊が発行された 2019 年と現在では社会や教育ニーズが大きく変わってし
まいました。それは新型コロナウイルス感染症の拡大、GIGA スクールの運
用、令和の日本型学校教育という方向性の提示などが挙げられます。

大きな社会の変化ではウィズコロナの時代になったということです。この
ような時代が来るとは前刊を執筆した際には夢にも思いませんでした。われわ
れの生活の中で制限が多くかかり、目に見えないウイルスと共存していく社会
が到来しました。普段の生活様式を変えるとともに学校での学習様式も変化し
ていきました。

コロナ禍にあっては緊急事態宣言の下、子どもたちは学校に通うことがで
きなくなり、オンラインでの授業となりました。ちょうど、政府による GIGA
スクール構想の下、一人一台 ICT 機器という状況にあったため、小学校をは
じめ、多くの校種でオンライン授業が展開されました。オンライン授業に際し
て、さまざまな問題もありましたが、われわれはその問題を一つひとつ乗り越
え、オンライン授業を展開していきました。このような時代の変化を受け、今
回の本書の改訂では、新たに ICT の利活用に関する内容を一つの章として取
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り出し、議論を深めることにしました。
また、中央教育審議会は「令和の日本型学校教育」という方向性を提示しまし

た。そこでは、Society5.0 時代や新型コロナウイルス感染症の感染拡大などに伴
う予測困難な時代、社会全体のデジタル化・オンライン化、DX（デジタルトラ
ンスフォーメンション）加速の必要性といった社会背景を踏まえて「すべての子
どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学び」が目指されて
います。令和の日本型学校教育における子どもたちに育むべき資質・能力として

「一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他
者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化
を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができ
るようにすることが必要」（中央教育審議会、2021）と示されています。

そして、ここで示された資質・能力を育成するために「個別最適な学び」と
「協働的な学び」が一体的に充実されていることが主張されています。「協働的
な学び」については前刊から引き継がれている主体的・対話的で深い学びと
いう本著のコンセプトが生かされると考えられます。一方、「個別最適な学び」
についてはここで少し理解を深める必要があります。

中央教育審議会（2021）によると「個別最適な学び」について学習の個性
化が挙げられています。それは、子ども一人ひとりの興味・関心・キャリア形
成の方向性等に応じ、教師は一人ひとりに応じた学習活動や課題に取り組む機
会の提供を行うことが示されています。つまり、子どものニーズに応じて、そ
れぞれの子どもが異なる目標を掲げ、運動に参加し、学習を深め広げるという
視点が求められます。

本書では「協働的な学び」について示しながらも、「個別最適な学び」につ
いての理解も深まる議論が展開されています。本書を読み進めながら、子ども
たちにとって「個別最適な学び」とは何かという視点を持ちながら考えること
で理解が深まるものと考えています。本書を読むことで令和の日本型学校教育
についての理解も深まり、読者の皆様の体育の専門性が高まるとともに、体育
授業が一歩でも充実することを心から願っています。
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